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賦活化木炭の Cs 吸着能とその焼却時の減容化率 
及び Cs 回収率について†1
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【要　約】　福島第一原子力発電所の事故により、環境中に大量の放射性物質が放出され、環境中からのセ
シウム除去技術が必要とされている。本研究の目的は、熱硝酸で賦活したスギ炭とブナ炭のCs吸着能を評
価し、その焼却時の減量化率とCs回収率、およびCs溶出率を確認することである。スギ炭とブナ炭のCs
吸着能は熱硝酸処理により大きく向上した。最大Cs吸着量を示した酸化時間については、スギ炭では9時
間、ブナ炭では12時間であった。賦活化スギ炭と賦活化ブナ炭のCs吸着能は、それぞれ未処理のものと
比較してスギ炭では約3倍（31 mg-Cs/g）、ブナ炭では7倍（32 mg-Cs/g）であった。また、電気マッフル炉
を用いた燃焼温度500ºC～ 800ºCでのCs吸着木炭の焼却において、すべての温度条件でスギ炭とブナ炭
ともに約98%と高い減量化率を示した。Cs回収率は燃焼温度500ºCでは95%以上と高かったが、高温に
なるにつれて低下した。同様に、Cs溶出率は燃焼温度500ºCでは90%以上の高い値を示したが、高温に
なるにつれて低下した。
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